
要旨と目次

本稿では，９世紀から10世紀にかけてのスコットランドがピクト王国からアルバ王国への

発展・移行したこと，ならびに，その同時期におけるその周辺国の事情を概観する。特に，

ピクト王国が後世になって〝Viking"と呼ばれている人々（民族）の侵攻に対峙し，その戦

いの結果，スコットランドの統一王国であるアルバ王国が形成された。また，ヴァイキング

との戦いから，スコットランドと同時に，イングランドにおいては，ウェセックス王国がイ

ングランド全体を治めるようになり，イングランド統一王国が形成された。さらに，周辺国

の事情では，特に，ヴァイキングとアイルランド王（上王：high king）との敵対，あるいは，

両者の共闘を通じて，ヴァイキングの果たした歴史的役割の一端を考察する。

本稿は，３節から構成され，第１節では，ピクト王国からアルバ王国への移行期となる９

世紀中旬から９世紀末までの時代を概観する。その時代は，スコットランド王のケニス１世

からドナルド２世までの治世に対応する。第２節では，スコットランド王のコンスタンティ

ン２世の治世とその周辺国の事情を概観する。同時に，特に，アイルランド王国の上王とヴァ

イキングの対立あるいは共闘についても概観する。第３節では，資料を通して，ピクト王国

からアルバ王国に移行する時代は，コンスタンティン２世の治世に対応していることを概観

し，併せて，それを検証する。

キーワード：アルバ王国，ケニス１世，コンスタンティン２世，ヴァインキング，イー・イ

ヴァール王朝

は じ め に

本稿では，９世紀から10世紀にかけてのスコットランドならびにその周辺国の事情を概観

する。特に，この時期には，スカンジナヴィア人は，〝Foreigners"，〝the Norse"，〝the Norsemen"，

あるいは〝the Northmen"と呼ばれ，後世になって，〝Viking"と呼ばれた人々（民族）が
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スコットランド，アイルランド，ならびに，イングランドの海岸および内陸に進攻・侵攻し

てきたことに対し，スコットランドやアイルランドやイングランドの各王国は，時には，ヴァ

イキングと敵対し，時には，それと共闘した。その結果，スコットランドの統一王国（アル

バ王国）やウェセックスによるイングランドの統一王国が成立したといえるかもしれない。

そのアルバ王国は，ピクト王国によって培われたピクトの文化と伝統と，ダル・リアダ王国

のゲール文化の伝統の融合の上に築かれた王国であった，と推測される。この王国の創設者

は，ケニス１世（Cinaed mac AilpinあるいはKenneth MacAlpinあるいはKenneth I）（在

位843年？-858年）であったと思われるが，その確立者は，コンスタンティン２世（Constantine
 

II，あるいは，Constantın mac Áeda）（在位900年-943年？）であった。また，ヴァイキン

グとアイルランド王との戦いから，ヴァイキングの果たした効果や影響についても考察する。

第１節 ピクト王国の状況：ケニス１世からドナルド２世まで

キナエズ・マック・アルピンあるいはケニス・マックアルピン（Cinaed mac Ailpin），あ

るいは，ケニス１世（Kenneth MacAlpin，あるいは，Kenneth I）（在位843年？-858年）

は，ピクト王国の征服者であり，アルバ王国の創始者である言われている。しかし，彼がア

ルバ王国の創設者になったのは，彼の死後，150年程経過した後のケニス２世の時代であった。

ケニス１世の支配体制は，それ以前のスコットランド王家が終焉したために実現したと考

えられる。フォトリゥ（ピクト）を15年間程の間支配していたオエンガス２世（Óengus II）

（在位820年？-834年）の息子ウェンあるいはエオガン（UuenあるいはWenあるいはEogan-

nan mac Óengusa）（在位837年-839年），その弟Bran（コンスタンティン王の甥），ダル・

リアダ王国の王ボアンタの息子アイダ（Áed mac Boanta）（在位835年-839年），および，

他の数え切れない人々が死んだ後に，ケニス１世が権力を握り，ピクト王国を治めたと思わ

れる。それらの人々は，839年，ヴァイキングとの戦いで死んだ と考えられる。もし『Chronicle
 

of the kings of Alba』の記述が正しければ，その多くの人々の死後，４人以上の王候補者

の間で，その最高の権力を巡って争いが起こったことになる。フラズあるいはフェラト（Uurad，

あるいは，Ferat，あるいは，Uuerat son of Bargoit）（在位839年-842年），フラズの息子

であったブリィディ６世（Bridei VI）（在位842年），キニオズ２世（Ciniod II）（在位842

年），およびズレスト10世（Drest X）（在位845年-848年），そしてブリィディ７世（Bridei
 

VII）（在位842年-845年）とアルピンの息子キナエズの４人によって，最高権力を巡った争

中世スコットランドのピクト王国からアルバ王国の成立とヴァイキングとの戦い（久保田義弘)

このAed mac Boanta王の後には，いかなるいかなる王の名も知られていない。ダル・リアダ王国は，ヴァ

ウキングの侵攻で滅ぼされたと理解される。

このことは，『Annals of Ulster』に記録されている。
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いが行われ，その争いの中でアルピンの息子キナエズ（ケニス１世）が勝利して，新しい統

治者になった。

『Chronicle of the kings of Alba（アルバ王の年代記）』では，ケニス１世の治世の最初の

年を845年としている。この年代記では，〝So Kinadius son of Alpinn,first of the scots,

ruled Pictland prosperously for 16years,Pictland was named after the Picts,whom,as
 

we have said,Kenneth destroyed:for God designed to make them alien from,and void
 

of,their heritage,by reason of their wickedness;"とある。ここでは，ケネス１世は，16

年間，ピクトを治め，彼のピクト支配は，神の導きであると記されている。これは，彼によ

るピクト支配を正当化する記述である。さらに，ピクトを支配する２年前にケニス１世は，

ダル・リアダ王国を手に入れていたと報告されているが，しかし，これは，一般には受け入

れられていない。また，彼の治世の７年目（849年頃）には，聖コルンバの遺骨をアイオナか

ら彼の建てたダンケルトの教会に移したと報告され，これは，現在，Monymusk Reliquary

（聖遺物箱）として知られているものである。しかし，『Chronicon Scotorum』によると，

これをアイオナからダンケルトに移送したのは，コンスタンティン（Constantın mac Fergusa）

（在位789年-820年）であると記録している。この説では，その移送は818年となる。その

年代記によると，ヴァイキングによるスコットランドの略奪を避けるために，コンスタンティ

ン王の治世下の818年に聖コルンバの聖遺物箱がアイオナからダンケルトに移送されたと考

えられる。

『Chronicle of the kings of Alba』によると，ケニス１世は，イングランドを６度にわたっ

て侵攻し，ダンバー（Dunbar）とメルローズ（Melrose）を略奪し，それを焼いている。し

かし，他方では，ブリトン人は，ダンブレイン（Dunblane）を焼き，そしてデーン人（ヴァ

イキング）は，ピクト王国を侵略し，ダンケルト，および，クルニー（Clunie）にまで及ん

でいたと思われる。これは，ヴァイキングがピクト王国の南部深くまで侵攻したことを意味

している。ケニス１世は，彼の治世16年目の２月13日にフォーティヴィオット（Forteviot）

の王宮で死亡した。ケニス１世は，ヴァイキングを征服してはいなかったと思われる。

資料からでは，ケニス１世と彼の前のオエンガス１世の王朝との関係は，不明である。実

際に，ケニス１世がオエンガス王朝と血縁関係にあったという記述は残っていない。だが，

彼がオエンガス王朝の家臣であった可能性は否定できない。『Annals of Ulster』によると，

839年にヴァイキングとフォトリゥ（Fortriu）との戦いでピクト王国のウェン王および有力

な多くのピクトの人々が死んだと報告されている。839年のヴァイキングの侵攻で主な王家の
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ストラスモーアーの近くで，パースシャーにある小さな村である。この村の近くに，ケニス１世によって

近くの王室のクルンニーの森での狩猟のために使用された城であったと思われる基礎がある。
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人々と，主だった家臣が殺害された，と思われる 。その後に，その王家の遠縁の人々か，あ

るいは，他のピクト人の王家が台頭したのではないかと思われる。その中にケネス１世の家

系も含まれていたと思われる。

ケニス１世の治世のもう一つの特徴は，周辺国との関係が変化したことである。ピクト王

国とアイルランドの関係は弱くなり，また，イングランドと大陸（フランク王国）との関係

も崩れた。この中で，スコットランドの西あるいは北西に位置した，シェトランド，オーク

ニー，ケイネス，サザーランド，西島嶼部，およびマン島においての定住者が増加した。こ

の中でピクトとゲールの連合が強化された。一つの王国の形成に向けてスコットランドの統

合が進められた，と考えられる。

彼の後継者は，アルピンの息子ドムナルあるいはドナルド・マックアルピン（Domnall mac
 

AilpınあるいはDonald MacAilpın）（在位858年-862年）（812年生-862年没）で，ケニス

１世の兄弟であった。『Chronicle of the kings of Alba』には，〝In his time the Gaels with
 

their king at Forteviot made the laws of the kingdom Edi(Áed)of son Ecdach."とある。

この法（the laws）が具体的に何を示すのかは不明で，何を意味するのかよく分からない。

これは，多分，ダル・リアダ王アイダ・フイン（Áed Find）（在位768年以前？-778年）が

ケニス・マックアルピンとドナルド・マックアルピンの曾祖父であるという前提で記述され

ている。この報告で重要なのは，ケニス１世が死亡したForteviot（フォーティヴィオット）

でアルピン王家の支配が行われたことである。その地をアルピン王家の中核地域（ハートラ

ンド；heartland）であることをこの一文は示しているのであろう。だが，彼の事績について

は，彼の死以外には知られていない。『Chronicle of Melrose』では，彼は，スクーン（Scone）

で殺害された，と報告されている。他の資料では，彼の死を暴力によるものである，とは報

告されていない。例えば，『Prophescy of Berchan』では，病死したと報告され，『Chronicle
 

of the kings of Alba』では，彼は，Cinnbelachoir の王宮で４月13日に死亡した，と報告

され，その死因は，報告されていない。

彼の後継者は，キナエズの息子コンスタンティンあるいはコンスタンティン１世（Constantın
 

mac CinaedaあるいはConstantine I）（在位862年-877年）で，ケニス１世の息子であった。

この侵攻は，ゴフレッド・マック・フェルグサ（Gofraid mac Fergusa）（生没不明；９世紀に活動）によっ

て実行されたと『Annals of Four Masters』では報告している。ここでは，〝Gofraid mac Fergusa,chief
 

of Airgıalla,went to Alba,to strengthen the Dal Riadta,at the request of Cinaeda mac Ailpın."と

報告されている。これが839年に起こったと考えられる。この報告は真実であろうか。多分，後の追加項

目であろう。ドナルド氏族（Clan Donald）の捏造ではないかと思われる。

この年代記は，17世紀に，４人（中心人物はMıcheal Ó Cleirighである）のマスターによって編纂さ

れ，主にそれ以前の年代記の集めたものである。ただ，17世紀の記録も含まれている。

この地名の所在地は不明である。多分，そこはスクーンの近くであろうと思われる。
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コンスタンティン１世の治世の特徴は，ヴァイキングとの戦いであった。実際，彼自身もヴァ

イキングとの戦いで死亡した。

ブリテンの北方でのヴァイキングの活動は，コンスタンティン１世の治世時に，最高に達

した。ヴァイキングの軍隊は，小さな同族のグループに導かれていた。イングランドでのヴァ

イキングの活動は，865年に，東アングリア王国 に the Great Heathen Army（異教徒の大

軍隊）が上陸したときから始まった，と思われる。これは，９世紀後半イングランドを略奪

し，イングランドなどを征服するために，デンマークで組織された大軍隊であった。この軍

隊は，Ivarr Ranarsson（873年没）とHalfdan Ranarsson（877年没）によって指揮された。

この軍隊は，東アングリアに上陸し，その王を殺害し，北上し，ノーザンブリア王国の首都

ヨークを包囲した。ノーザンブリア王国では，オズベート（Osberht）（867年３月21日没）

とアラ（Alla）（867年３月21日没）は，協力して，その大軍隊と交戦するが，しかし，ノー

ザンブリア側は敗北し，その２人の王の候補者は，867年３月21日に，殺害された。ヴァイ

キングの大軍隊の指導者は，ノーザンブリア王として，エグバート（Ecgberht）（在位867年-

872年）（873年没）を就けた。この王の役割は，ヴァイキングの徴税人であった，と思われ

る。ノーザンブリアを支配下に入れたヴァイキングの大軍隊は，マーシャ王国（Kingdom of
 

Merchia）に進攻・侵攻した。その王であったブルグレッズ（Burgred）（在位852年-874年）

は，868年に，ウェセックス王アシルレッド（Æthelred）（在位847年-871年），および，ア

ルフレッド大王（Alfred the Great）（在位871年-899年）の支援を得て，ヴァイキングを追

い払った。ヴァイキングは，東アングリア王国，ノーザンブリア王国およびマーシャ王国を

攻撃していた。

一方，これとは異なるヴァイキングの軍隊が北ブリテンで活動した。866年にアヴラブ・コ

ヌング（Amlaıb Conung）（873年あるいは874年あるいは875年没）とアウィスル（Auisle

東アングリア王国のエドマンド（Edmund）（869年没）がその異教徒の家臣になることを求められたが，

この王がそれを拒否したので，彼は殺害された。Ivarr Ranarsson（873年没）は，Edmund王を木に縛り，

彼のヴァイキングがその王に矢を打ち付けた。

アヴラブ・コヌングは，『Annals of Ulster』では，〝son of the king of Lochlann"と報告されている。

このLochlannでは，彼の父Gofraidが王であった。Lochlannは，12世紀以降には，ノルウェーと理解さ

れるようになるが，それ以前には，へブリーズのノルウェー（the Norse）およびノルウェー・ゲール人

（Norse-Gael）の土地，マン島，スコットランドの北部島嶼部を指していたと思われる。アヴラブ・コヌ

ングについては，『Fragmentary Annals』によると，〝the sixth year of reign of Mael Sechnaill,Amlaıb
 

Conung,son of the king of Lochlann,came to Ireland,and he brought with him a proclamation of
 

many tributes and taxes from his father,and he departed suddenly."と報告されている。彼は，彼の

父の貢ぎ物（年貢）と租税の声明書をもってアイルランドに来た。その時のアイルランド上王（High King）

は，マエル・ゼフネル（Mael Sechnaill）（在位846年-862年）であった。彼がアイルランドに来たのは，

853年頃であった。また，『Annals of Ulster』では，856年にマエル・ゼフネル王と異教徒との大闘争の
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あるいは ÁslあるいはAuðgisl）（867年没）の兄弟に導かれたヴァイキング（ノルウェーあ

るいはノルウェー・ゲール人のヴァイキング）がピクト（フォトリゥ）を襲い，貢ぎ物（年

貢）と人質を獲得した。アヴラブについて，『Chronicle of the king of Alba』には，〝And
 

after two years Amlaib with his Gentiles wasted Pictland,and dwelt in it from January
 

1 to March 17 ."また，〝Again,in his third year,Amlaib,drawing a hundred,was slain
 

by Constantine."とある。アヴラブがスコットランドを侵攻したのは，この年代記では，864

年から866年の間で，彼の死亡は，871年あるいは872年頃にであったと記録されている。死

亡年については，873年であると他の年代記にある。

アヴラブ・コングとイヴァール（Ivarrあるいは Imar）は，870年にアルト・カルト王国

の首都ダンバートン・ロック（Dunbarton Rock）を攻撃し，４ヵ月かけてそこを落とした。

ときには，彼は，その王に加担したと報告されている。しかし，859年にアヴラブ・コヌングとイヴァール

は，オスリゲ王ケルバル（Cerball mac Dunlaine）（888年没）に加担し，マエル・ゼフネルに対抗した。

『Annals of Ulster』によると，859年にオスリゲ王ケルバルは，アヴラブ・コヌングとイヴァールの支援

のもと，ミーズ王国（マエル・ゼフネルがミーズ王であった）を侵略した。862年にも，アヴラブ・コヌン

グとイヴァールは，アエダ・フインリアス（Áed Finnliath）を支援して，マエル・ゼフネルと戦った。

彼は，アヴラブ・コヌングおよびイヴァールの兄弟であった。866年に，彼は，アヴラブ・コヌングと共に

スコットランド侵略遠征を行った。一方，イヴァールは，東アングリア，マーシャおよびノーザンブリア

の the Great Heathen Armyに加わった。『Annals of Ulster』では，〝Auisle,one of three kings of the
 

heathens,was killed by his kinsmen in guile and parricide."とある。アウィスル（Auisle）は親戚の者

に殺された。『Fragmentary Annals』では，彼は，アヴラブ・コヌングによって殺されたとしている。妻

を巡る争いが原因であった。それは，Cinaedの娘であった。これには，２人の候補者がいた。その一人は，

南部イー・ニィエル族に属するSil nÁedo Slaineで，クノウス王（King of Knowth）のキナエズ・マッ

ク・ゴナイング（Cinaed mac Conaing）（851年没）の娘，他はピクト王キナエズ・マック・アルピン（ケ

ニス１世）（Cinaed mac Ailpın）（在位843年？-858年）の娘であった。

彼は，Ivar the Bonlessと同一人物であると考えている。彼は，865年に彼の兄弟アルフダン（Halfdene

あるいはHalfdan Ragnarsson）（在位875年-877年）およびウバ（HubbaあるいはUbbe Ragnarsson）

（878年没）と共に，the Great Heathen Armyを指揮し，東アングリアを侵略し，直ぐに和解し，866年

に馬で北に向かった。そして，ノーザンブリア王国からヨークを867年に奪った。彼は，869年11月のデー

ン人による東アングリア王国のエドマンド王の殺害に関与したと思われる。エドマンド王がその（彼の）

家臣になることを拒否したので，その王を木に縛り，矢を体に打ち込み，聖セバスティアン（Saint Sebastian）

（288没）と同様の方法で彼を殺害した。869年以降，彼は，the Great Heathen Armyの指揮を２人の

兄弟に託し，ダブリンに移動した。

彼は，イー・イヴァール（UıImaır）王朝，すなわち，イヴァール王家の創始者であると考えられてい

る。この王朝は，９世紀中頃から10世紀中旬の初めに掛けて，ヨークからノーザンブリア王国を支配し，

ダブリン王国からアイリッシュ海域（マン島および島嶼部とスコットランド西海岸を含む）を支配した王

朝であった。また，彼らの子孫であるゴッズレッズ・クロヴァン王家（The House of Godred Crovan）

は，11世紀から13世紀中頃まで，マン島および島嶼部の王として，そこを支配した。彼の死について，『Annals
 

of Ulster』では，〝Imar,king of the Norsemen of all Ireland and Britain,ended his life."と報告して

いる。また，『Fragmentary of Annals of Ireland』では，彼の死を，〝The king of Lochlainn,i.e.,Gothfraid,

died of a sudden hideous disease. Thus it pleased God."と報告している。
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871年には，彼らは，多くの捕虜（アルト・カルトなどのブリテン人，アングル人，およびピ

クト人）を連れてアイルランドのダブリンに戻った。首都を破壊されたアルト・カルト王国

は，ダンバートンを捨てて，ゴーヴァン（Govan）に新しい都を置いた。ヴァイキングの捕虜

にされていたアルト・カルト王国の王ドゥムナグゥアルの息子アルトガル（Artgal  mac
 

Dumnagual）（在位不詳；872年没）は，２年後に，コンスタンティン１世の同意あるいは扇

動によって殺害された。このアルトガル王の後継者ルン（Run）（在位872年-878年）は，コ

ンスタンティン１世の娘と結婚していた。アヴラブ・コヌング は，873年か，あるいは，874

年頃に，スコットランドを略奪している最中に，コンスタンティン１世によって殺害された，

と思われる。

875年にヴァイキングとピクト人は，スコットランドのクラックマナンシャー（Clackmannanshir-

e）のダラー（Dollar）近くで戦闘し，『Annals of Ulster』によると，多数のピクト人が殺

戮され，ピクト人は，アサル（Atholl）に追いやられた。また，877年にヴァイキングとの戦

いで，コンスタンティン１世は殺害された，と思われるが，その場所につては不明である。

その候補地として，ファイフ州ニューポート・オン・タイの近くのインヴェルドバト（Inverdovat），

あるいは，クレイル（Crail）近くのファイフ・ネス（Fife Ness）が挙げられている。

コンスタンティン１世の後継者は，キナエズの息子アイダ（Áed mac Cinaeda）（在位877

年-878年）であった。彼は，コンスタンティン１世と兄弟であった。彼の在位が１年である

ので，彼の記録すべき事績はないと『Chronicle of the kings of Alba』には，記述されてい

る。この年代記では，彼の死について，〝Edus (Áed)held the same (the Kingdom)for a
 

year.… He was slain in the civitas of Nrurium."と報告している。彼は，Nruriumの修道

院で殺害された。この場所は，アバディーンシャーのインヴェルリー（Inverurie）ではない

か，と考えられている。彼を殺害した人物は，『Annals of Ulster』によると，アイダ王の連

合者（associates）であった。もしかして彼の従兄弟で，次の国王キリク（Giric）あるいは

エオハズ（Eochaid）であったのかも知れない。アイダ王には，２人の息子があったが，アイ

ダ王が殺害されたとき，その２人は幼かったと考えられる。

アイルランドの年代記や『Anglo-Saxon Chronicle（アングロ・サクソン年代記）』では，

キリク（Giric mac Dungail）（在位878年？-889年）については何も言及されていない。こ

アヴラブ・コヌングは，Olaf the Whiteと同一人物であると考えられている。スカンジナヴィアンのサガ

（saga）では，彼は，オラフ（Olaf）と語られ，アウズ（Aud the Deep-Minded）（834年生-900年没）

と結婚している。彼女は，へブリーズ島嶼部の支配者ケティル・フラトノズ（Ketil Flatnose）の娘であっ

た。オラフとアウズには，息子スオルスタイン（Thorstein the Red）（９世紀に活動）がいた。オラフの

死（873年あるいは874年）後，スオルスタインとその母親（アウズ）は，ケティル・フラトノズの支配下

に入った。
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の王については知られていることは殆どないが，スコットランドの中世の中期を考える上に

おいて重要な人物であると思われる。『Prophcey of Brechan』では，彼は，〝Son of Fortune

（Mac Rath）"と呼ばれている。そこでは，キリク王について，次のように予言されている；

〝the Son of Fortune shall come;he shall rule over Alba as one Lord. The Britons will
 

be low in his time;high will be Alba of melodious beats."また，〝The rule of the Son of
 

Fortune in his land in the east will cast misery from Scotland."そして，〝He will have
 

in bondage in his house Saxons,Foreigner,and Britons."と述べている。これは，キリク

の王家が，サクソン人，ヴァイキング，およびブリトン人を纏めることを予言している，と

推測させる。しかし，実際に，キリク王家がサクソンやヴァイキングを押さえ込むことがで

きたかどうかは分からない。これを裏付ける歴史的事実は，現在までには，発見されていな

い。何故，12世紀に編纂されたその著作において，過去の出来事をこのように予言書（詩）

のように編集する必要があったのであろうか。これについては，よく分からない。これは，

アイルランドの大修道院長Berchanによるものであるが，その詩形式の予言書の後半では，

24人のスコットランド王のことが述べられるが，それは，実際の名前を挙げることなく，渾

名で詠われている。Son of Fortuneを実際のキリク王と同じであると解釈するには，論理的

には無理なのであろうか。

『Chronicle of the kings of Alba』では，〝And Eochodius(Eochaid)son of Run,grandson
 

of Kenneth by his daughter,reigned for 11years;although others say Ciricium(Giric)son
 

of another,reigned at this time,because he became Eochaid’s forster-father and guard-

ian."と報告されている。ここで，Kennethがケニス１世で，エオハズ（Eochaid）はケニス

１世の娘の息子である。キリクは，son of anotherと記録され，ケニス１世の兄弟ドムナル

あるいはドナルド（DomnallあるいはDonald）の息子である，と解釈される。そうであるな

らば，エオハズとキリクは，従兄弟であった，と解釈される。エオハズが11年間ピクト王国

を治め，キリクが彼のガーディアン（守護者）である，と報告している。この報告のキリク

と，『Prophcey of Brechan』の Son of Fortuneとしてのキリクとには大きなずれがある。

『Chronile of Melrose』では，〝Giric, Dungal’s son, reigned for twelve years;and he
 

died in Dundurn,and was buried in Iona. He subdued to himself all Ireland,and nearly
 

all England;and he was the first to give liberty to the Scotish church,which was in
 

servitude up to that time,after the custom and fashion of the Picts."とキリク王を説明

している。ここでは，キリクがピクト王国を12年間治めたとあり，さらに，彼は，アイルラ

ンドおよびイングランドを従え，スコットランド教会をピクトの慣習や風習から解放し，そ

こに自由をもたらしたと報告している。しかし，『Duan Albanach』には，エオハズ王もキリ

ク王も報告されていない。
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彼の後継者は，コンスタンティンの息子ドムナルあるいはドナルド２世（Domnall  mac
 

CausantınあるいはDonald II）（在位889年-900年）であった。『Chronicle of the kings of
 

Alba』では，ドナルド２世は，889年から900年までの11年間治め，デーン人との戦いに勝

利していたが，900年にOpidum Fortherで異教徒に殺害された，と報告されている。ここで

は，〝He was killed at Opidum Fother by the Gentiles"とある。このOpidum Fortherは，

アバディーンシャーのダンノッター（Dunnottar）である，と解釈されている。『Prophecy of
 

Berchan』では，彼がダンノッターで死亡したが，彼はデーン人ではなく，ゲール人によって

殺害された，と報告されている。このゲール人とは，Norse-Gaelのことであろう。『Annals
 

of Ulster』および『Chronicon Scotorum』では，彼の死亡を900年と報告し，さらに，彼

をピクト王（king of the Picts）ではなく，アルバ王（king of Alba）と報告し，彼はマリー

州のフォールズ（Forres）で死亡した，と報告されている。

第２節 コンスタンティン２世とその周辺国

コンスタンティン２世（Constantine IIあるいはConstantın mac Áeda）（在位900年-943

年？）の時代の周辺国の状況を概観しておこう。ここでの周辺国とは，ウェセックス王国，

ノーザンブリア王国，ストラスクライド王国，ダル・リアダ王国およびアイルランドの国々

のことである。

⑴ 最初に，ウェセック王国から覗いてみよう。ウェセックス王国では，アルレッド大王

（Alfred the Great）（在位871年-899年）が899年に死亡し，エドワード（Edmward the
 

Elder）（在位899年-924年）がテムズ川の南を支配し，その大王の長女アシルフレッド

（Æthelflæd）（869年あるいは870年-918年没）とその義理の息子アシルレッド（Æthelred）

（在位911年）がイングランド西マーシャを支配した。彼の死後，アシルフレッドが８年間

マーシャ王国を支配した。彼女は，916年にウェールズ，917年にダービーに遠征し，918年

にはレスターを奪い，ヨークが彼女に臣従を誓ったが，その年に死亡した。彼女の息子アル

フイン（Ælfwyn）（？）が後継したが，彼は，エドワードに従った。エドワード王は，マー

シャ王国を支配した。919年に，アイルランドで活動していたイヴァールの孫ジトリック・カ

エフ（Sihtric Caech）（ノーザンブリア王在位921年-927年，ダブリン王在位917年-921年）

ジトリック・カエクは，919にはダブリン王になっていた。彼は，アイルランドの上王Niall Glundub（在

位916年-919年）と何回か戦い，919年にダブリンの戦いでその王を殺害した。ラグナルの死亡後，彼は，

ダブリン王をゴフレッズ（在位921年-934年）に譲り，ヨーク王になった。その後，彼は，キリスト教を

受入れて，926年にウェセックス王アシルスタン（Æthelstan）（在位924年-939年）の娘と結婚した。こ

れは，アシルスタン王がイングランド北部に影響力を持つために計画された政治的な動きであったが，翌
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が北西マーシャを攻撃した。920あるいは921年にエドワード王は，コンスタンティン２世，

エズレッズ，およびストラスクライドの王（ドナルド２世かオゥエン１世）と会合をもった。

しかし，イングランド連合国を形作る前に，エドワード王は，924年に死亡した。その後，一

時的に，ウェセック王国が分裂するが，アルフワード（Ælfweard）王が急死した。再び，エ

ドワード王の意思を継承し，ウェセック王国を統一した王は，ウェセックス王アシルスタン

（Æthelstan）（在位924年あるいは925年-939年）であった。このとき，ウェセックス王国

は，ブリテンおよびアイルランドで最も強大な王国であった。彼の力は，フォース湾の北ま

で達していた。アシルスタンは，コンスタンティン２世，ストラスクライド王オーエン，ウェー

ルズ王の反対に直面した。彼は，ジトリックの死後，ノーザンブリア（ヨーク）王に就いた

イヴァールの孫ゴフレッズ（GofraidあるいはGothrith ua Imair）（在位927年）を追い出

し，ヨーク王（在位927年-939年）にも就いた 。ヨークを追い出されたゴフレッドは，コン

スタンティン２世のピクト国に逃げた。このことがウェセックス王アシルスタン（Æthelstan）

とコンスタンティン２世との間の争いの原因になった。927年７月２日にEamont bridgeで

の会議で，コンスタンティン２世，オーエン，およびウェールズのHywel Dda（ヒゥエル・

ズダ）（880年生-950年没）との間で偶像崇拝を禁止することに調印した。これは，彼らがヴァ

イキングとは同盟や連携しないという協定であった。

⑵ 次に，ノーザンブリア王国を覗いてみよう。エオフリ（Eohri）王（902年から904年

の間に没）が東アングリア王国を支配していたが，エオフリ王からグースレッドあるいはグー

スフリス（GuthredあるいはGuthfrith）が彼に代わって東アングリア王になった。このとき，

彼は，既に，奴隷の身分からノーザンブリア王（在位883年-895年）に即位していた。その

経緯はよく分からないが，『History of the Church of Durham』に記されている。また，彼

がノーザンブリア全体を治めたかどうかは確認されていない。ピクト王国からの侵攻を防ぐ

ために，彼の下でノーザンブリア王国はヴァイキングと連帯したのかも知れない。彼の死後

もヴァイキングの王がノーザンブリアを治めた。ヴァイキング王はヨークを首都として治め

年，彼はキリスト教徒とのその結婚を破棄した。その年に彼は急死した。ジトリック・カエフの死後に，

イヴァールの孫ゴフレッズ（GofraidあるいはGothrith）（ノーザンブリア王在位927年）がヨーク王を継

承したが，しかし，６ヵ月以内にアシルスタン王に彼は追放さした。ゴフレッドは，ダブリンに戻り，再

びダブリン王に就いた。

937年にブルナンバラの戦い（Battle of Brunanburh）で，ダブリン王国のゴフレッズの息子のアヴラブ，

アルバ王国のコンスタンティン２世王およびストラスクライド王国のオーエン王の連合軍は，ウェセック

王国のアシルスタン王とエドマンド１世を攻撃したが，敗北した。『Anglo-Saxon Chronicle』によると，

連合軍の７人の若い王と連合軍の貴族（高官，earl）およびコンスタンティン２世の若すぎる息子の死が記

されている。その戦勝によってアシルスタン王のイングランドの統一が認められた。937年と939年の間に

発布された王の勅許状には，〝totius rex Brittanniae"（Ruler over all Britain）と記されている。
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た。

ノーザンブリア王国は，ヴァイキングのヨーク王国とバンブルク（Bamburgh）を中心とす

る王国（嘗てのベルニシア王国）に分割された。『Annals of Ulster』によると，Bamburgh

を中心とする領地をイーダルフあるいはエズウルフ（EadulfあるいはEadwulf）（913年没）

が支配した。彼は，〝ruled as reeve of the town called Bamburgh."に報告されるように，

reeve（執事，代官）であった。また，〝king of the Saxons of the north."と報告されてい

る。バンブルグ（Bamburgh，すなわちノーザンブリア王国の北部）は，タイ川あるいはティ

川からフォースに至る土地で，その領地を彼の息子エズレッズ（Ealdred）（934年頃没）が913

年から支配した。エズレッズは，ウェセック王エドワード（Edward the Elder）の友人であっ

たが，彼の土地はイヴァールの孫ラグナル（Ragnall ua Imair）（920年あるいは921年没）

に奪われので，彼は，コンスタンティン２世の所に逃亡し，コンスタンティンの支援のもと

918年にBattle of Corbridgeでラグナル（Ragnall）と戦った。これは決着が付かない戦い

であった。つまり，Ragnallは，依然として，ノーザンブリア王国の南の支配者であった。

その後，ノーザンブリアは，ジグルズあるいはジワーズ（SigurdあるいはSiward）（ノー

ザンブリア王在位1041年-1055年）とクヌート（Cnut）（イングランド王の在位期間は1018

年-1035年）に引き継がれた。

⑶ 次に，ストラスクライド王国とダル・リアダ王国を覗いてみよう。ストラスクライド

王国は，北はレノックス（Lennox），東はフォース川，南はSouthern Uplandsに及ぶ王国で

あった。その王国の中心がダンバートンからゴーヴァンに移された後のストラスクライド王

国の初代王は，『Chronicle of the Kings of Alba』のみから知られるが，ディフンヴァル１

世，ドムナル１世あるいはドナルド１世（Dyfnwal I，Domnall IあるいはDonald I）（在

位不詳；908年から916年の間に没） であった。『Chronicle of the King of Alba』では，

彼は，アルバ王国の王コンスタンティン２世（Constantin IIあるいはConstantın mac Áeda）

（在位900年-943年）の治世下で死亡した，と報告されている。ストラスクライド王国は，

コンスタンティヌス２世のアルバ王国の従属国であった，と推測される。次の王は，ディフ

アルザクヌート（Harthcnut）（在位1040年-1042年）は，ジワーズ（Siward）にエズウルフ３世（Eadwulf
 

III）（在位1038年-1041年）を暗殺させた。これによって，古くから続いてきたバンバルグのearl（宮廷貴

族）は，彼の代で途絶えた。ジワーズは，スカンジナヴア人で，クヌート大王がイングランドを支配した

後にイングランドに現れた軍人であった。また，彼は，クヌート大王，ハロルド・アレフット王，アルザ

クヌート王，そして告白王エドワードに仕えた。

ゲール語では，Domnallといい，英語ではDonaldという。彼は，ピクト王国の王でもあったエオハイズ・

マック・ルン（Eochaid mac Run）の後継者で，エオハイズ（Eochaid）の親戚であったのかもしれない。

しかし，このことを知らせる資料は見つかっていない。

〝Doneualdus king of the Britons died"とある。彼の治世については彼の死亡以外には分からない。
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ンヴァル２世，ドムナル２世あるいはドナルド２世（Dyfnwal II，Domnall II，あるいはDonald
 

II）（在位916年-934年）であった。彼は，アエダの息子ドムナル（Domnall mac Áeda）

とも呼ばれた。『Chronicle of the King of Alba』には，彼がディフンヴァル１世（Dyfnwall
 

I）の王位を継いだ，と記録されている。彼の治世については何も知られていない。ストラス

クライド王国は，依然として，コンスタンティヌス２世のアルバ王国に従属していた，と推

測される。その次の王は，オーガン１世あるいはオーエン１世（Eogan IあるいはOwen I）

（在位不詳；937年没）であった。『Symeon Durham』には，〝Ouuen,king of the Cumbrians

（オーエン，カンブリアの王）"とある。彼は，カンブリア人の王で，ディフンヴァル２世（Dyfnwal
 

II）の息子であった。937年のブルナンブルの戦い（Battle of Brunanburh） で，彼は殺害

された，と思われる。このとき，ストラスクライド王国がアルバ王国の属領であったのかど

うか，あるいは，独立国であったのかどうかは不明である。

ダル・リアダ王国を一瞥してみよう。ドンゴイルケ（Donncoirce）（792年没）王が，現存

するアイルランド年代記のダル・リアダ王国の王と呼ばれる〝最後の国王"であった，と思

われる。『Annals of Ulster』に，彼の死は，報告されている。しかし，『Duan Albanach』

などの他の年代記には，彼の死亡記録はない。彼以降は，ダル・リアダ王国はピクト人に支

配され，ピクト王国の王がダル・リアダ王を兼ねた，と思われる。９世紀になって，タイズ

グの息子ゴナル（Conall mac Taidg）（在位805年-807年），アイダーンの息子ゴナル（Conall
 

mac Áedain）（在位807年-811年），コンスタンティンの息子ドムナル（Domnall  mac
 

Caustantın）（在位811年-835年）などのダル・リアダ王国の王と思われる名前が伝えられて

いる 。また，『Duan Albanach』によると，コンスタンティンの息子ドムナルは，24年の間，

Domnall mac Áedaは，コンスタンティン・マック・アエダ（Constantın mac ÁedaあるいはConstantin
 

II）と兄弟であったことになる。しかし，このことを証す資料は見付かっていない。

彼がアルバ王国の王コンスタンティン２世の甥であったという説もあるが，しかし，これを証明する資料

は見付かっていない。

ダブリン王ゴフレッズの息子のアヴラブ（Amlaıb mac Gofraid）（ダブリン王在位934年-940年，ノーザ

ンブリア王在位939年-941年），アルバ王国のコンスタンティン２世およびストラスクライド王国のオーエ

ン王の連合軍は，ウェセック王国のアシルスタン王（Æthelstan）（在位924年-939年）とエドマンド１世

（Edmund I）（在位939年-946年）を攻撃したが，敗北した。『Anglo-Saxon Chronicle』によると，連

合軍の７人の若い王と連合軍の貴族（高官，earl）およびコンスタンティン２世の若すぎる息子の死が記さ

れている。その戦勝したアシルスタン王のイングランドの統一が認められたと推測される。すなわち，937

年と939年の間に発布されたこの王の勅許状で，アシルスタンは，〝totius rex Brittanniae"（Ruler over
 

all Britain）と記されている。

この２人のゴナルについては，『Annals of Ulster』で言及されている。ゴナル・マック・タイズグはピク

ト王コンスタンティン１世と戦い，敗北し，逃亡したと記録され，ゴナル・マック・アイダンはゴナル・

マック・タイズグを殺害したと記録されている。
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ダリ・リアダ王国を治めたと記され，他の資料では彼は，２人のゴナルとアエズ・マック・

ボアンタ（Áed mac Boanta）（在位835年-839年）の間で，その王であった，と記録されて

いる。この２つの記録から，ピクト王国の王コンスタンティン１世（Constantın mac Fergusa）

の息子ドムナルがダル・リアダ王国の王であった，と推測される。この時点でダル・リアダ

王国は，ピクト王国の支配下に入ったと考えられる。

⑷ 最後に，アイルランドの状況を見てみよう。この王国では，アイルランド王とヴァイ

キングとの戦いが９世紀中旬から断続的に続けられた。アイルランド王とヴァイキングのダ

ブリン王国の関係は，時の経過と共に変化し，アイルランド王国の争いや対立に，ヴァイキ

ングが支援・敵対することになり，ヴァイキングは，徐々に，アイルランドの地に，定住し

始めた。コンスタンスタンティン２世の治世時のアイルランドは，上王を巡る争いに，ヴァ

イキング（ダブリン王国）が絡み，アイルランドの政情は，常に，流動的であった。

アイルランドでは，900年頃には，南部イー・ニィエル（Southern UıNeill）のコールマ

ン部族（Clan Cholmain）で，かつ，ミーズ 王であったフラン・ジンナ（Flann Sinna）（在

位879年-916年）（847あるいは848年生-916年没）が上王（High King）に就いていた。彼

は，ミーズ王，かつ，アイルランド上王であったマエル・ゼフナル（Mael Sechnaill）（上王

在位846年-862年）の息子であった。彼は，スコットランド王のコンスタンティン２世の叔

母（すなわち，ケニス１世の娘）のマエル・ヴィール（Mael Muire）（913年没）と結婚し

ていた。以下でフラン・ジンナが王位に就くまでを辿ってみよう。

コールマン氏族の王位の土台を確固たるものにした彼の父マエル・ゼフナルは，上王に就

く前に，クロンマクノイス（Clonmacnoise）およびクロンファート（Clonfert）を攻めて，

ヴァイキング（ノルウェイー人）のテュルゲジウス（TurgesiusあるいはThoregest）（845

ミーズは，アイルランド中世の王国で，千年以上続いた王国である。ミーズ（Mide）は，middle（中央）

を意味し，ミーズがアイルランド中央にあることを意味している。中世においては，ミーズ王は，イー・

ニィエルのコールマン族の出であった。数人のアイルランド上王も輩出しているが，12世紀に王国は倒壊

した。その後の王朝は，西に追いやられ，シャノン（Shannon）川の東の土手に定住した。ここは，現在

のMeath（ミーズ）と西ミーズ（Westmeath）の全てと，ガーヴァン（Cavan），ダブリン，キルディアー

（Kildare），ロングフォート（Longfort），ルース（Louth）およびオファリー（Offaly）の一部を含んで

いる。ミーズは，アイルランドの５地方（マンスター，レインスター，コナハト，ウルスター，ミーズ）

の一つである。

彼女は，２度結婚した。最初は，アエダ・フィンズリアス（Áed Findliath）（在位862年-879年）であり，

２度目は上王フラン・ジンナであった。彼女とアエダの間の息子がナイル・グゥルンダブ（Naill Glundub）

（上王在位916年-919年）であり，フラン・ジンナの後を継ぎ，アイルランドの上王になった。彼女とフ

ラン・ジンナとの間の息子がDomnall（921年没）で，娘がLıgach（923年没）であった。

彼は，ダブリン王国の最初の王であったと思われる。839年にダブリン王になったと推定され，彼の在位は

839年-845年であった。
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年没）を捕らえ，845年に，Owel湖で彼を溺死させた。彼の父は，851年にブレガ 王ゴネー

ンフの息子キナエダ（Cinaeda mac Conaing）（在位849年-851年）を南ブレガ（ラゴル）

王ティゲルナフ（Tigernach mac Focartai）（865年没）の支援を得て殺害した後に，ヴィ

レダフの息子でウルスター王マツダン（Matudan mac Muiredaig）（在位839年-857年）

とアーマーの大修道院長ディアルマイト（Diarmait ua Tigernain）（852年没？）に会い，

彼は，ウルスターによって上王（High King）と認められた。だが，852年にマエル・ゼフナ

ルによってアーマーが襲撃されていたので，ウルスターとマエル・ゼフナルの間の争いは終

わってはいなかった 。また，南部イー・ニィエルにとって脅威であったオーワナフト族のマ

ンスター王フェイズリミッズ（FeidlimidあるいはFedelimid mac Crimthainn）（在位820

年-846年）が841年に南部イー・ニィエルで上王であったニアル・カイル（Niall Caille）（上

王在位833年-846年）との戦いに敗北し，マンスター王国が勢力を失っていたので，彼の父

は，オーワナフト族のマンスター王から貢ぎ物や人質を得るために，何度（854，856そして

858年）かマンスター王国を侵攻するために遠征した。しかし，彼の目論見は，レインスター

のオスリゲ王（king of Osraige）であったケルバル（Cerball mac Dunlainge）（在位842年-

888年）によって妨げられた。ケルバルは，859年には，マンスターと共同して，ミーズ王国

を襲撃し，また，アヴラブおよびイヴァールと連携して，マエル・ゼフナルのミーズ王国に

侵攻した。その後，マエル・ゼフナルは，アエダ・フィンリアス（Áed FinnliathあるいはFindliath）

ブレガは，６世紀にイー・ニィエルに統合され，８世紀の中頃，南部イー・ニィエル族の系列で力のあっ

たSıl nÁedo Slaineが二分した。その南ブレガ（King of Lagore）がイー・シェルネイ（UıChernaig）

氏族によって支配され，その北ブレガ（King of Knowth）がイー・チョネインフ（UıChonaing）氏族

によって支配された。大抵，ブレガ王は，南北のブレガを同時に支配した。

彼は，南部イー・ニィエル部族のSıl nÁedo Slaineのイー・チョネインフ（UıChonaing）氏族に属して

いた。かれは，ラゴル王ティゲルナフと対立していた。850年に彼は，ヴァイキングと共同して，ラゴル王

ティゲルナフの土地を襲い，その教会や定住地を焼いた。翌年，マエル・ゼフナルとラゴル王ティゲルナ

フに騙されて，溺死させられた。『Fragmentary Annals of Ireland』によると，〝Cinaed"の娘がヴァイ

キングのAmlaibと結婚している。この〝Cinaed"がCinaed mac Conaingでないかと思われる。ピクト

王Cinaed mac Ailpın（在位843あるいは844年-858年）であろうという説もある。

彼は，南部イー・ニィエル部族のSıl nÁedo Slaineのイー・シェルネイ（UıChernaig）氏族に属してい

た。彼は，ブレガ王キナエダ（Cinaeda mac Conaing）と彼の兄弟Flann mac Conaingと対立していた。

彼は，ダル・ディアタッハ（Dal Fiatach）王であった。ヴァイキングが839年にNeagh湖に現れ，そこ

で840-41の冬を過ごした。これがヴァイキングによるウルズを含むアイルランド北部を襲撃する始まりで

あった。852年にはノルウェイ人はCarlingford湖でデーン人と戦うが敗北した。マツダン（Matudan mac
 

Muiredaig）はノルウェイ軍を支援し，土地を与えた。

彼は，アーマーのカトリック司教で，834年にその司教に就いた。彼は，彼の司教区から争奪者に追放され

た。彼は，841年にアーマーを襲い教会を倒したヴァイキング（ノルウェイ人）のテュルゲジウス（Turgesius）

の下で流浪者として生活した。

しかしながら，ウルスターは，856年にマエル・ゼフナルに軍隊を提供している。
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に指揮された北部イー・ニィエル（Northen UıNeill）と対立した。彼は，860年にマンス

ター，レインスターおよびコナハトからの軍隊を指揮して，北部イー・ニィエルと戦った。

アエダとゴネンフの息子でブレガ王のフラン（Flann mac Conaing）（在位？-868年）は，

アーマー近くに野営していたマエル・ゼフナルの部隊を襲ったが，逆に，撃ち負かされた。

その戦いは，861年と862年にも，繰り返された。北部イー・ニィエルの脅威に晒され，マエ

ル・ゼフナル王は，862年に死亡した。

マエル・ゼフナルの後継者アエダ・フィンリアス（Áed FinnliathあるいはFindliath）（在

位862年-879年）は，マエル・ゼフナルとは対立していた北部イー・ニィエルのケル・ネー

ガン（Cenel nEogain）氏族の出であった。アエダは，マエル・ゼフナルの後継者のミーズ王

であったロルカン（Lorcan mac Cathail）（在位862年-864年）と対立し，争った。ロルカ

ンは，Norsemen，すなわち，アヴラブ（Amblaib）（ダブリン王在位853年-873年），イヴァー

ル（Imar）（ダブリン王856年-873年）およびアウィスル（Auisle）（ダブリン王在位853年-

867年）と共謀し，アエダの支援者であった南ブレガ（すなわち，ラゴル：Lagore）王ゴン

フォバル（Conchobar mac Donnchada）（864年没）や北ブレガ王（すなわち，king of Knowth）

のゴネンフの息子フラン（Flann mac Conaing）（868年没）を捕らえ，ゴンフォルバルとフ

ランの家臣をNorsemanのアヴラブ（Amblaib）の命令で，クロナード（Clonard） の近く

で溺死させた。アエダは，ロルカンを捕らえ，失明させた。そのためにロルカンは王位を退

位した。

866年に，アエダは，Norse-Gael（ヴァイキング）のアヴラブ（Amlaib）とイヴァール（Imar）

がその多くの軍隊と共にスコットランドを攻撃するためにアイルランドを離れたときに，ア

イルランド北部のヴァイキングの居住地を襲い，焼き払い，フォイル湖（Lough Foyle） で

彼は，フランの息子ブレガ王ゴネンフ（Conaing mac Flainn）（849年没）の息子で，ミーズ王のフラン

の妻コムルレス（Gormlaith ingen Conaing mac Flainn）（870年頃活動）と兄弟であった。

アエダ王は，３度結婚している。１人目が，ウルスター王の娘Gormlaith Rapachであった。彼女の息子

ドムナル（Domnall mac Aeda）であった。二人目は，オスリゲ王のケルバル（Cerball mac Dunlainge）

の娘Lannであった。彼女は，アイルランド上王のマエル・ゼフナル（Mael Sechnaill）の未亡人であっ

た。３人目の妻がピクト王ケニス１世の娘Mael Muireであった。彼女の息子ニアル・ジルゥインダブは

アイルランド上王であった。彼女は，アエダ王の死後，上王フラン・ジンナと結婚した。

これは，ミーズ州にある人口350人に満たない小さな村である。この村は，初期キリスト者の土地であっ

た。そこは，司教パラディウス（Palladius）（408年生？-457年あるいは461年没）の縁の地であり，現在

のミース（Meath）地方のボニー川（River Boyne）のほとりにクロナード修道院（Clonard Abbey）を

建てられた聖フィニアン（Saint Finnian）（470年-549年？）が知られている。ヴァイキングはこの修道

院を襲撃したと思われる。

フォイル湖は，ウルスター州のフォイル川の河口である。これは，フォイル川がデリーを離れるところか

ら始まり，Inishowen半島とロンドンデリー州を分離している。
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ヴァイキングを敗北させた。『Annals of Ulster』によると，868年に，アエダは，再度，ア

イルランドの競合者連合（イー・ニィエルのブレガ王，ラギン 王）およびアヴラブとイヴァー

ルなどのNorse-Gaelと衝突し，彼らを敗北させた。この戦いで，ゴネンフの息子でブレガ王

のフラン（Flann mac Conaing）は，殺害された。この戦いの後にも，アヴラブとイヴァー

ルの勢力は弱まることはなく，彼らはアイルランドで活動した。870年にアエダは，新たな連

合者オスリゲ 王ケルバル（Cerball mac Dunlainge）（在位842年-888年）の支援を得て，

レインスター に侵攻した。このときには，アエダは人質を取ることはできなかった。874年

にも，アエダはレインスター に侵攻したが，879年に彼は死亡した。

ケネル・ネーガン氏族のアエダ・フィンリアス（Áed FinnliathあるいはFindliath）を継

承したフラン・ジンナ上王は，888年のピルグリムの戦い（Battle of the Pilgrim）でダブ

リンのヴァイキングに敗北した 。しかしながら，ヴァイキング内輪争いによる分裂のため，

アイルランドは救われた。ヴァイキングは，888年にイヴァールの息子でダブリン王のジグフ

リス（Sigfrith mac Imair）（在位883年？-888年）を失い，そして，894年にイヴァールの

息子アヴラブ（Amlaıb mac Imair）を失った。ヴァイキングは，イヴァールの孫でダブリン

ラギンは，初期アイルランドのレインスター地方に住んでいた人々に与えられた名前である。その住民が

どこからきた民族かについてははっきりしない。Leinsterは，〝Laiginの国"を意味する。

オスリゲは，キルキンニー（Kilkenny）州やラオイズ（Laois）州に住んでいたDeerという人々を意味す

る。この王国は，その西と南は，シュアー（Suir）川で境界付けられ，その東は，バロウ（Barrow）川の

分水嶺でレインスタートの境界が示され，その北はSlieve Bloom山脈に延びている。オスリゲの近隣国は，

北および東では，レインスターのロイヒシュ（Loıgsi），イー・ヘンシュリッヒ（UıCheinnselaig），およ

びイー・ベルリッヒ（UıBairrche）であり，南および西ではマンスターのデーンムヴァーン（Deisi Muman），

オーワナフトカハシャ（Eoganacht Chaisi），およびエリル（Elie）であった。９世紀の中旬まではマンス

ター王国の極東にあった。その後，レインスターに属した。

このときのレインスター王は，Ailill mac Dunlainge（在位869年-871年）であったと思われるが，オス

リゲ王ケルバルと戦ったのは，レインスター軍の大将であったブレーンの息子ヴィレダフ（Muiredach mac
 

Brain）（885年没）であった。

彼は，イー・ズィーニカ（UıDunlaige）の氏族であった。レインスターは，ラギンという種族の住む土

地を意味していた。この頃のレインスターは現在より狭かった。現在，レインスターは，中世のミーズ王

国（ミーズ州と西ミーズ州），オスリゲ王国，およびレインスター王国を含んでいる。８世紀までには，レ

インスター（ラギン）の支配者は，南と北に分裂した。南は，イー・ヘンシュリッヒ（UıCheinnselaig），

北はイー・ズィーニカ（UıDunlainge）であった。

このときのレインスター王は，ヴィルカーンの息子ドムナル（Domnall mac Muirecain）（884年没）であっ

たが，アエダと戦ったのは，このときもレインスター軍の大将であったブレーンの息子ヴィルダフ（Muiredach
 

mac Brain）であった。

『Annals of Ulster』の報告によると，フラン側の死者の中には，コナハト王ゴンフォバールの息子アエダ

（Áed mac Conchobair）（在位882年-888年），キルディアーの司教（Bishop of Kildare）のレルグス

（Lergus mac Cruinnen）（888年没），キルディアーの大修道院長（Abbot of Kildare）のドンハズ

（Donnchad）（888年没）が含まれていた。
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王のイヴァール（Imar ua Imair）（在位896年-902年）の一派とジフフリス（Sichfrith Jarl）

（ダブリン王在位993年-994年）の一派に分裂した。ダブリン王国のヴァイキング（あるい

はNorse-Gaels）の勢力が弱まり，894年には，その一つのグループがダブリンを去り，アイ

ルランド海域に定住した。他のグループは，902年にフラン・ジンナの義理の息子でレインス

ター王ヴィルカーンの息子ケルバル（Cerball mac Muirecain）（在位885年-909年）によっ

て追放され，その後，西および北ブリテン（スコットランドやインナー・へブリーズなど）

に姿を見せていた。902年には，彼は，彼の義理の息子でレインスター王ケルバル（Cerball
 

mac Muirecain）に指揮されたレインスター人とマエル・フィンニア（Mael Finnia mac
 

Flannacain）（903年没）に指揮されたブレガ 人と共にダブリンに遠征し，ヴァイキングを

アイルランドから追い出した。904年には，アルバ王コンスタンティン２世によってその軍は，

破壊された。ヴァイキングのイー・イヴァール王朝は，ここで一度途絶えた，と考えられる。

フラン上王は，アイルランドの部族王に対しても攻撃を加えた。オスリゲ王ケルベルの息

子ケルラフ（Cellach mac Cerbaill）（在位905年-908年）が兄弟ディアルメト（Diarmait
 

mac Cerbaill）（在位894年-905年）の後を継いだ後に，フランは905年にオスリゲに遠征軍

を送った。彼は，906年にはマンスターを侵攻し，荒らした。その報復のために，マンスター

王グゥイルナーンの息子ゴンフォバル（Cormac mac Cuilennain）（在位902年-908年）は，

彼の後継者および守り神と共にレインスターおよびコナハトを襲撃した。これにフランは敗

北した。908年に，フランは，義理の息子でヴィルカーンの息子のケルバル（Cerball mac
 

Muirecain）ならびにコナハト王ゴンフォバルの息子カサル（Cathal mac Conchobair）（925

年没）の支援のもと，マンスターとBelach Mugna in Mag Ailbe（現在のカルロウー州に

あるBallaghmoone）で戦ったが，フランがマンスターに勝利し，マンスターのゴルマック王

がこの戦いで死亡した。910年に，フランは，ブレフネ王国（Kingdom of Breifne） にも勝

彼は，イー・ズィーニカ（UıDunlainge）の３つの氏族の一つであったUıFaelainのメンバーであった。

彼は，上王フランと共に，マンスターを侵攻し，マンスター王グゥイルナーンの息子ゴンフォバル（Cormac
 

mac Cuilennain）を殺害した。

ブレガは，アイルランド中世の王国である。その名は，現在のミーズ，ルース（Louth），およびダブリン

州に跨るブレガ平原に由来する。ブレガは，南部イー・ニィエルのジル ナレズ ジレイン（Sıl nÁedo Slaine）

族に属していた。ブレガ王国は，タラ丘陵を含み，その東はアイリッシュ海，その南はLiffty川で境界づ

けられ，Boyne川を横切ってルース州の foothillに延びていた。その西の境界ははっきりしない。

ブレガは，６世紀にイー・ニィエルに統合され，８世紀の中頃までには二分した。南ブレガ（King of Lagore）

は，イー・シェルネイ（UıChernaig）氏族によって支配され，北ブレガ（King of Knowth）は，イー・

チョネインフ（UıChonaing）氏族によって支配された。大抵，ブレガ王（over-king）は，南北のブレガ

を同時に支配した。

現在のLeitrimとCavanの両州およびSligo州の一部を含む領域であった。この領域には，イー・ブリュー

ン・ブレフネと知られる部族が居住していた。８世紀頃，ブレフネの地をコナハト部族の一つであったイー・
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利した。913年と914年にフランと彼の息子ドンハズ（Donnchad mac Flainn）（上王在位919

年-944年）が南ブレガおよび南コナハトを襲撃した。彼らは，多くの教会を汚した。915年

２月の戦いでは，フランの二番目の息子オエンガス（Óengus）が死亡した。915年の後半に

は，彼の息子ドンハズ（Donnchad）およびゴンフォバル（Conchobar mac Flainn）（ミー

ズ王在位916年-919年）は，次の上王ニアル・グゥンダブ（Niall Glundub）の力を背景にし

て，フラン王に敵対した。ニアル・グゥンダブ（Niall Glundub）は，フラン王とトレルグの

息子フォルガルタフ（Forgartach mac Tolairg）（916年没）の戦いに停戦を求めた。916年

に，フランは，西ミーズ州のムルリンガー（Mullingar）の近くで死亡した。

フラン・ジンナは，３人と結婚している。その一人は，ブレガ王であったフランの息子ゴ

ネンフ（Conaing mac Flainn）（849年没）の娘コムルレス（Gormlaith ingen Conaing mac
 

Flainn）（870年頃活動）であった。２人の娘コルムレス（Gormlaith ingen Flann Sinna）

（870年生？-948年没）は，ヴィルカーンの息子でレインスター王ゲルバルと結婚した。ゲ

ルバルは，彼女の父フランの連合者で，レインスターのゲルバルはフラン上王の義理の甥で

あった。ゲルバルの死後，コムルレスは，アイルランドの上王ニアル・グルゥンダブ（Niall
 

Glundub）と結婚した。フランの２人目の結婚相手は，アエダ・フィンリアス（Áed Finnliath

あるいはFindliath）の娘エイスネ（Eithne）であった。『Annals of Ulster』によると，２

人の息子マエル・ルアネズ（Mael Ruanaid）（901年没）は，上王候補者であったが，901年

にコナフト王国のLuigneの人によって殺害された。エイスネは，ブレガ王Flannacanと結

婚し，その息子がMael Mithigであった。３人目がピクト王ケニス１世の娘マエル・ヴィー

ル（Mael Muire）であった。彼女とフラン・ジンナ王との間の息子がドムナル（Domnall mac
 

Flainn）（921年没）（ミーズ王；在位916年-919年）で，娘がリガフ（Lıgach）（932年没）

であった。彼女の息子のドムナルは，フランと彼の息子ドンハズ（Donnchad mac Flainn）

によって殺害された。

フラン上王の後継者は，ニアル・ジルゥインダブ（Niall Glundub）（在位916年-919年）

であった。彼は，北部イー・ニィエルのケル・ネーガンの出であった。前王フランは，南部

イー・ニィエルのコールマンの出であった。彼の母は，ピクト王ケニス１世の娘マエル・ヴィー

ル（Mael Muire）であった。彼は，王国の拡張のために，ダル・ナレズ（Dal nAraidi）お

よびウルズ（Ulaid）王を戦いで敗北させた。フラン王の死後，上王に就き，ヴァイキングと

戦った。彼は，イー・ニィエル，アーギャラ（Airgıalla）およびウルズの支援を得て，レイ

ブリューンが征服し，定住した。初めLeitrim州，次にCavan州に王国を設立した。しかし，これを証明

する資料は見あたらない。

― ―18

中世スコットランドのピクト王国からアルバ王国の成立とヴァイキングとの戦い（久保田義弘)



ンスターに進行した。しかし，919年９月のキルマショフの戦い（Battle of Kilmashoge）

でダブリンに拠点を置くヴァイキングの棟梁ジトリック・カエフ（Sihtriuc Caechあるいは

Sihtric ua Imair）（在位917年-921年；927年没）の下のNorthmen（あるいはNorse-Gael）

によって，彼自身とミーズ王ゴンフォバルおよび多くの者が殺害された。この中には，フラ

ンの息子でミーズ王のゴンフォバー（Conchobar mac Flainn）（在位916年-919年）やドン

ハズ・ドンの義理の兄弟で，フランカーンの息子でブレガ王のマエル・ミスイフ（Mael Mithig
 

mac Flannacain）（919年没）やドムナルの息子でエーレク王のフレスベルタフ（Flaithbertach
 

mac Domnaill）（在位916-919年）も含まれていた。フレスベルタフは，上王継承候補者で

あった。

留意すべき点は，ヴァイキングの棟梁ジトリック・カエフ（Sihtriuc CaechあるいはSihtric
 

ua Imair）（在位917年-921年；927年没）によって，ダブリン王国およびイー・イヴァール

王朝が復興したことである。ダブリン王ジトリックの後継者は，ゴフレッズの息子のアヴラ

ブ（Amlaıb mac Gofraid）（在位934年-940年）であった。このゴフレッド（Gofraid ua
 

Imair）は，イヴァールの孫であった。イー・イヴァール王朝の復興は，イヴァールの孫によっ

てなされた。

上王ニアルとその継承者フレスベルタフおよびミーズ王ゴンフォバルがヴァイキングに殺

害されたために，アイルランド上王およびミーズ王にはフラン王の息子のドンハズ・ドン（Donnchad
 

Donn mac Flainn）（在位919年-944年）が就いた。彼は，南部イー・ニィエルのコールマ

ン氏族の出であった。彼は，彼の異母兄弟を殺害するなどして，自らの権力基盤を固め，他

国との戦いに備えた。彼の最初の戦いは，現在のルース州のヴァイキングに対する戦いであっ

た。その次の戦いは，ドンハズ・ドンとエーレク王ネイルの息子ヴィルハエルタフ（Muirchertach
 

mac Neill）（943年没）との戦いであった。ヴィルエルハタフは，ドンハズ・ドンの娘であ

キルマショフは，ダブリンのラスファーナム（Rathfarnham）の近くであった。ニアル・ジルゥインダブ

（Niall Glundub）は，イー・ニィエル，アーギァラ，およびウルズの支援の下で，レインスターに軍を進

め，Nothmen（ヴァイキング）との交戦を続けた。

彼は，南部イー・ニィエルのジル・ネイド・スレイン（Sil nÁedo Slaine）のメンバーであった。

彼は，OlafIII Guthfrithsonとも呼ばれる。

彼の異母兄弟には，マエル・ルアネズ（Mael Ruanaid），ゴンフォバル（Conchobar），ドムナル（Domnall），

オエンガス（Óengus），アエダ（Áed），ケルバル（Cerball）がいた。姉妹には，Gormlaith，異母姉妹に

リガフ（Ligach），Muirgelがいた。マエル・ルアネズは，上王候補者であったが，901年にコナフト王国

のLuigneの人に殺害された。ゴンフォバルは，フラン王の後を継ぎミーズ王になったが，フラン王の息子

のドンハズ・ドンによって殺害された。ドムナルは，ゴンフォバルの後を継ぎミーズ王（919年-921年）

になったが，ドンハズ・ドンによって殺害された。彼は，アエダ（Áed）を失明させた。リガフは，マエル・

ヴィールの娘であり，ブレガ王のマエル・ミスイフ（Mael Mithig mac Flannacain）と結婚していた。

彼は，北部イー・ニィエルのケル・ネーガンの出であった。彼の父は，ニアル・グルゥンダブ（Niall Glundub）

で，彼の母は，フラン王の娘コムルレス（Gormlaith）であった。彼の母方の祖父は，フラン・ジンナであっ

― ―19

札幌学院大学経済論集 第９号（2015年３月)



り，彼の従妹であったフラン（Flann ingen Donnchadha）と結婚していたので，ドンハズ・

ドンは伯父であり，かつ，義理の父であった。しかし，両者の関係は良好ではなく ，927年，

928年，そして938年に，両者は衝突した。940年に，彼の妻フランが死亡すると，ヴィルエ

ルハタフは，ミーズ，オスリゲ，およびマンスター を襲撃し，ドンハズ・ドンの権威を制限

した。ヴィルハエルタフは，無情な軍人であったが，943年のヴァイキングとの戦いで死亡し

た 。このとき，ゴフレッズの息子ブラケール（Blacaire mac Gofrith）（在位940年-945

年；948年没）がダブリン王国の王であった。ゴフレッズの息子ブラケールがダブリン王に就

いた経緯は，ダブリン王であった彼の従兄弟ジトリックの息子アヴラブ（Amlaıb mac Sitriuc）

（在位945年-947年；927年生-981年没）が，ヨーク王であった彼の兄ゴフレッドの息子ア

ヴラブ（Amlaıb mac Gofraid）を支援するためにノーザンブリア王国のヨークに向かったか

らであった。941年に兄アヴラブが死亡し，従兄弟のジトリックの息子アヴラブがヨーク王に

なった。ブラケールは，ダブリンに留まり，そこからダブリン王国を治めた。彼は，北に遠

征し，943年２月にアーマー近辺にエーレク王ネイルの息子ヴィルハエルタフ（Muirchertach
 

mac Neill）と戦った。その結果，彼は，ヴィルハエルタフを敗北させ，殺害した。その次の

日アーマーが略奪された。944年にクノウス（Knowth）王マエル・ミスイフの息子ゴンガル

フ（Congalach mac Mael Mithig）がレインスター王と共謀し，ダブリンを襲撃した。一方，

同じ年に，ヨークを共同統治していた彼の従兄弟ジトリックの息子アヴラブとブラケールの

兄ゴフレッドの息子ラグナル（Ragnall mac Gofraid）（943年没？）はヨークを追い出さ

たので，南部イー・ニィエルのコールマン族に繫がっていた。彼の父の母（彼の父方の祖母）は，ピクト

王ケニス１世の娘マエル・ヴィール（Mael Muire）であった。このマエル・ヴィールは，彼の祖父アエダ

の死後，フラン・ジンナと結婚した。彼は，伯父ドンハズ・ドンの娘で，彼とは従妹であったフランと結

婚した。よって，ドンハズ・ドンは，伯父であり，義理の父でもあった。しかし，ヴィルハタフとドンハ

ズ・ドンの関係は良好ではなかった。940年に彼の妻フランが死亡すると，彼は，ミーズ，オスリゲ，およ

びマンスターを襲撃し，ドンハズ・ドンの権威を制限した。

ヴィルハエルタフの父は，ドンハズ・ドンに殺害されていた。また，ヴィルハエルタフは，北部イー・ニィ

エルのケル・ネーガンの出であった。ドンハズ・ドンとは対立する氏族であった。

彼は，マンスター王Cellachan Caisilを人質にとって彼の権威を誇示した。

『Annals of Ulster』では，ヴィルハエルタフの死亡記事で彼を〝the Hector of the western world"およ

び王位の継承候補者と呼んでいる。

ブラケールの父は，イヴァールの孫ゴフレッド（Gofraid ua Imair）（ダブリン王在位921年-934年；934

年没）であった。彼は，証拠はないが，イヴァール（Imair；英語では Ivar）の曾孫であったと推察される。

彼の父の兄弟は，Sitric（927年没），ラグナル（Ragnall）（921年没），イヴァール（Imar）（904年没），

アヴラブ（Amblaıb）（896年没）であったと思われる。ブラケールの兄弟には，ゴフレッドの息子アルプ

ダン（Alpdann mac Gofraid）（927年没），ゴフレッドの息子アヴラブ（Amblaıb mac Gofraid）（941年

没），ゴフレッドの息子ラグナル（Ragnall mac Gofraid）（943年没？）がいた。

ヨーク王国（ノーザンブリア）は，944年にウェセック王国のエドマンド１世に征服された。アヴラブ・ク

アランはダブリンに戻ったが，ラグナルはエドマンドに殺害された。
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れた。945年にジトリックの息子アヴラブはダブリンに戻ってきた。ブラケールは，ダブリン

王から降ろされ，ジトリックの息子アヴラブがダブリン王に就いた。

ドンハズ・ドン上王の後継者は，マエル・ミスイフの息子ゴンガルフ（Congalach mac Mael
 

Mithig）（在位944年-956年没）であった。彼は，北ブレガ王（King of Knowth）で，南

部イー・ニィエルのジル・ネイド・スレイン（Sil nÁedo Slaine）のメンバーであった。ま

た，フラン・ジンナ王の娘リガフ（Ligach）の息子であったので，彼は，母方から，フラン・

ジンナと同じコールマン族であった。彼は，ヴァイキングのダブリン王ジトリックの息子ア

ヴラブ（Amlaıb mac Sitric）（在位945年-947年；927年生-981年没）と共闘した。945年

にゴフリスの息子ブラケールに代わって，ジトリックの息子アヴラブがダブリン王になった。

アヴラブは，ゴンガルフと共闘して権力を握ったと考えられる。ゴンガルフは，ダブリン王

ジトリックの息子アヴラブと共闘し，北部イー・ニィエルケのネル・ゴーガンのルエドリ（Ruaidrı

ua Cannanain）（950年没）と上王の座を巡って戦った。945年に両者の共闘は，ルエドリ

（Ruaidrı）にルース州（County Louth）で敗北し，また，947年にはルエドリ（Ruaidrı）

は，ゴンガルフとジトリックの息子アヴラブをミーズ州のスレイン（Slane） で敗走させた。

ダブリン軍の損失は莫大で，多くのダブリンの溺死者が発生した。

947年に，再び，アヴラブに代わってゴフリスの息子ブラケール（在位947年-948年）が

ダブリン王に就いた。950年に，ネル・ゴーガンのルエドリ（Ruaidrıua Cannanain）は，

彼は，ブレガ王マエル・ミスイフとリガフの息子であった。リガフは，フラン王の妻であったマエル・ヴィー

ルの娘であったので，フランの息子ドンハズ・ドンとは兄妹になる。この関係から，マエル・ミスイフの

息子ゴンガルフはドンハズ・ドンと従兄弟の関係にあると言える。

ゴフレッズの息子のアヴラブ（Amlaıb mac Gofraid）がブリテンに渡り，ヨーク王アヴラブ（在位939年-

941年）が誕生した。彼は２年間ヨークを治め死亡した。彼の死亡後，ジトリック・カエクの息子アヴラブ・

クアラン（Amlaib CuaranあるいはOlaf Sihtricsson）（在位942年-944年）がヨーク大司教ウルフスタ

ン（在位931年-956年？）によってヨーク王に迎えられた。彼は，ゴフレッドの息子ラグナル（943年没）

と共にヨーク王国を共同統治したかも知れない。944年にウェセック王国のエドマンド１世（Edmund I）

（在位939年-946年）に彼らは征服された。アヴラブ・クアランはダブリンに戻ったが，ラグナルは殺さ

れた。彼の死後，ウェセック王エドマンド１世（在位939年-946年）がヨークを奪い返した。彼が第48代

目のヨーク王（在位944年-946年）であった。また，ウルフスタン大司教達は，オークニ王エリック・ブ

ローダック（Erik Bloodaxe）をヨーク王として招聘した。しかし，948年にウェセック王エズレッズ（Eadred）

（在位946年-955年）は，ノーザンブリアに攻め入り，リポンのミンスターを燃やした。彼は，キャスル

フォードの戦いで大損失を被ったが，エリックを捨てない限りノーザンブリアを襲撃することを伝え，エ

リックをヨークから追放した。949年にノーザンブリアは，再び，ダブリンからジトリック・カエクの息子

アヴラブ・クアラン（在位949年-952年）をヨーク王として迎えた。この王位継承をウェセックス王エズ

レッズも同意していた。

ミーズ州の小さな村である。人口は，1,099（2006年）である。この村は，ボニー川の左側の険しい丘陵に

ある。この村の北には高さ158メートルの丘（the Hill of Slane）がある。この丘がキリスト教の修道院

の敷地になった。アイルランドの北部で主に宣教活動をしていた聖パトリックは，スレインの司教を任命

したと思われる。
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アイルランド中央に攻め入り，ダンフパトリック（Donghpatarick）とケルズ（Kells） の間

のどこかに陣営を設け，ベルガとミーズを６ヵ月間包囲し，上王ゴンガルフとダブリン王の

ジトリックの息子ゴフレッズ（Gofraid mac Sitriuc）（在位948年-951年；961年没）を敗

北させ，ゴフレッズを追放した 。ダブリン軍は2,000人以上も死んだと思われる。しかし，

ルエドリ自身と彼の息子はこの戦いで殺害された。ジトリックの息子ゴフレッズは，ダブリ

ンを奪ってケルズや他の教会を襲撃したが，『Chronicon Scotorum』によると，〝-but God revenge
 

it;he died in a short time-in which three thousand men were taken with gold and silver."

とある。彼は，聖なる復讐で死んだ，と報告されている。しかし，『Annals of Ulster』によ

ると，ゴフレッズの軍隊は，〝Cenannnas"から襲撃され，3,000人以上が捕虜にされ，金銀

と共に持ち去られた。ダブリン王のジトリックの息子ゴフレッズの後継者は，彼の弟ジトリッ

クの息子アヴラブ（在位952年-980年）であった。

第３節 ピクト王国からアルバ王国へ：資料『Chronicle of the kings of Alba』

ピクト王国あるいはアルバ王国に目を向けてみよう。最初に，ピクト王国ではなく，アル

バ王国としてピクトランドを報告している点に注目したい。『Chronicle of the kings of Alba』

には，〝And in his 3 year the Northmen plundered Dunkeled,and all Albaniam."とあ

る。これは902年のことで，〝Northmen" とは，902年にダブリンを追放されたヴァイキン

グであろう。また，〝In the following year the Northmen were slain in Straith hErenn."

とあるが，この〝Straith hErenn"とは，Strathearnである。同様の報告が，『Annals of Ulster』

にもあり，904年にフォトリゥ（ピクト）によってイヴァールの孫のイヴァール（Imar ua Imar）

（904年没）と多くのNorthmenの殺害が記録されている。これで，一旦，イー・イヴァー

ル王朝が消滅したと考えられる。この報告では，ピクトランドを〝Albaniam"と呼んでいる。

アルバ王国がコンスタンティン２世の治世から始まったと，この年代記は考えている。ピク

ケルズは，ミーズ州にある町である。人口は，5,248人（2006年）である。ケルズ修道院は，804年にヴァ

イキングのアイオナ侵攻から逃げてきた修道士によって建てられた。

『Annals of Ulster』によると，〝Ruaidrıua Canannain,heir designator of Ireland,was killed by the
 

foreigners after he had beleaguered Mide and Brega for six months and had inflicted aslaughter on
 

the foreigners,to the number of two thousand or more."とある。これは，the Battle of Muine Brocain

と呼ばれた。また，『Chronicon Scotorum』では，〝The battle of Muine Brocain …in which Ruaidrı

ua Canannain fell in the counterattack of the battle and many foreigners fell. Gothfrith fled.

Congallach son of Mael Mithig was the victors."とある。

これは，the Norsemenあるいは the Norseと同じ意味内容で，一般的にはVikingを意味している。Viking

は，the Northmen(the Norsemen,the Norse)，the Foreigners，the Gentiles，Gael-Norseなどと呼ば

れた。902年にスコットランドを襲撃したヴァイキングは，853年にアイルランドを侵攻したアヴラブ（Amlaıb）

（875年没）とイヴァール（Imar）（873年没）の子あるいは孫の世代であったと思われる。
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ト王国がヴァイキングを消滅させ，ダル・リアダ王国とは違う王国としてピクトランドが確

立させた。また，従来のピクト王国とも異なる王国になった。その意味でピクトランドは，

新しい王国（独立国）になった。これがアルバ王国と呼ばれた。『Chronicle of the kings of
 

Alba』には，〝And in his 6 year king Constantine and bishop Cellach,on the Hill of
 

Belief near the royal city of Scone,pledged themselves that the laws and disciplines of
 

the faith,and the laws of churches and gospeis,should be kept in comformity with the
 

Scoti."とある。これは，ピクトの宗教とアイルランド伝統のキリスト教の融合あるいは調和

を図ったことを示しているのであろうか。この宗教教義に関わる問題は，別稿で考察するの

が適当であろう。

次に，この資料では，アイルランド王国や周辺国の事情が簡潔に示されている。特に，ア

ルバ王国と関係のあるアイルランド王の死亡記事が報告されている。『Chronicle of the kings
 

of Alba』には，〝And in his second year Aed son of Neill died."とある。このAedは，

アイルランド上王アエダ・フィンリアス（Áed FinnliathあるいはFindliath）（在位862年-879

年）であった。彼の知られている第３番目の妻は，マエル・ヴィール（Mael Muire）（913年

没）で，ピクト王ケニス１世の娘であった。この２人の間にナイル・グゥルンダブ（Niall Glundub）

が生まれた。また，アエダの死後，彼女は，フラン・ジンナ上王と再婚し，彼の妻になった。

また，そこには，〝And in his eight year the most exalted king of the Irish and archbishop
 

fell in Leinster,that is,Cormacc son of Culenna."とあるが，このクリナンの息子コルマッ

ク（Cormacc son of Culenna）（在位902年-908年）とは，アイルランドの司教で，かつ，

マンスター王であった。さらに，〝And in this time Doneualdus king of the Britons died;

and Dunnualdus son of Ede king of Ailech;Flann son of Maelsechnaill and Niall son of
 

Ede who reigned for three years after Flann."とあるが，この〝Doneualdus"は，ストラ

スクライド王ドムナル１世（Dynfnwall I，Donald I，あるいは，Domnall I）（908年から916

年の間に没）を示し，〝Dunnualdus son of Ede"は，アエダ の息子ドムナル（Dunnualdus，

Son of Edeは，Áedの息子で，これはアエダ・フィンズリアス（Áed Finnliath）（在位862年-879年）

の息子であると考えられる。その息子のDomnallは，915年に死亡した。アエダは，エーレク王であり，

かつ，アイルランド上王であったニアル・カイル（Niall Caille）（上王在位833年-846年）の息子であっ

た。彼の父親も北部イー・ニィエルに属していた。アエダが上王に就くまでは，アイルランド上王は北部

イー・ニイェルと南部イー・ニィエルから交互に出していた。しかし，ミーズ王（King of Mide）であっ

たマエル・ゼフナル（Mael Sechnaill）（上王在位846年-862年）が上王の位に就いた。彼が王位に就いて

いる間に，南部イー・ニィエルのコールマーン族（Clan Cholmain）に傾いて来た。マエル・ゼフナルは，

北部イー・ニィエルの台頭に恐れを感じ，アーマー（Armagh）に南部アイルランド軍を送った。アエダは，

そこに陣取っていたマエル・ゼフナル軍を攻撃した。さらに，アエダは，ダブリンのノルウェーと連携し，

ミーズを襲撃した。ミーズ王ロルカン（Lorcan）は，アヴラブおよびイヴァールと連携し，ブレガ王と戦っ
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すなわちDomnall）を示している，と思われる。このアエダとは，ケネル・ネーガン族で，

北部イー・ニィエルのメンバーで，かつ，エーレク王（King of Ailech），かつ，アイルラン

ド上王であった。また，〝Flann son of Maelsechnaill and Niall son of Ede"において，

〝Flann mac of Maelsechnaill"は，アイルランド上王のマエル・ゼフナル（Mael Sechnaill）

（在位846年-862年）の息子フラン・ジンナ（Flann Sinna）（在位879年-916年）（847あ

るいは848年生-916年没）であり，〝Niall son of Ede"とは，アイルランド上王のアエダ・

フインリアス（Áed FinnliathあるいはFindliath）の息子のナイル・グゥルンダブ（Niall
 

Glundub）（在位916年-919年）である。このナイル・グゥルンダブもアイルランドの上王

であった。

むすびにかえて

本稿では，９世紀から10世紀にかけてのスコットランドならびにその周辺国の事情を概観

した。特に，この時期には，スカンジナヴィア人は〝Foreigners"，〝the Norse"，〝the Norsemen

あるいは the Northmen"と呼ばれ，後世になって，〝Viking"と呼ばれている人々（民族）

がスコットランド，アイルランド，ならびにイングランドの海岸および内陸深くに侵攻した

こととその影響を概観した。スコットランドやアイルランドやイングランドの王国では，時

には，ヴァイキングと対立・敵対し，時には，それと共闘し，その結果，スコットランドに

は統一王国としてのアルバ王国や，イングランドにも統一王国が成立したことも概観した。

また，ヴァイキングとアイルランド王との戦いから，ヴァイキングのアイルランドの統一に

果たした意味についても考察した。

今後は，アルバ王国からスコットランド王国の確立を考察する。特に，10世紀から12・13

世紀のスコットランド王国の状況を概観しながら，アルバ王国からスコットランドの統一に

向けて，勃発した事件やその統一に重要な役割を果たした重要人物について概観する。

た。彼は，863年に，ブレガ王（king of Brega）を捕らえた。また，864年には，南ブレガ王（多分，king
 

of Lagore）ゴンフォバール（Conchobar mac Donnchada）（864年没）とフランの隊員をClonardの近

くで溺死させた。

彼は，エーレク王であったが，ダル・ナリゼ王（king of Dal nAraidi）とウルズ王（king of Ulaid）を

敗北させ，916年に上王フラン・ジンナの後継者になった。彼は，ノルウェー人（the UıImair：イヴァー

ル王朝）と戦ったが，それにも拘わらず，ノルウェー人はダブリン要塞を築き定住した。彼は，彼らと戦

うために，イー・ニィエル，アーギィアラ，およびウルズの支援を受け，レインスターに向かった。しか

し，ジトリック・カエフ（Sihtric Caech）（927年没）（ノーザンブリア王在位921年-927年）に指揮され

たノルウェー人に多くを殺害された。また，彼は，919年９月14日Kilmashogeの戦いで戦死した。ジト

リック・カエフは，ナイル・グゥルンダブ王との激しい戦いに勝利したが，920年あるいは921年にヨーク

に向かった。多分，イヴァールの孫ラグナル（Ragnall）（ヨーク王在位918年-921年）の死後，ヨーク王

になるためであったろう。
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